
国有林野
事業の
取組

津軽森林管理署

森林管理署界
国有林
白神山地世界遺産地域

に
よ
る
駐
車
場
・
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
、
徐
々
に
来
訪
者
が
増
え
、
マ
ザ
ー
ツ

リ
ー
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

白
神
山
地
の
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
で
し
た
が
、
時
の
経
過
と
と

も
に
樹
勢
の
衰
え
が
み
ら
れ
た
た
め
、
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
土
壌
改
良
な
ど
の
策
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
8
年
９
月
の
台

風
に
よ
り
幹
が
折
損
し
て
以
降
、
急
激
に
樹
勢
が

衰
退
し
、
2
0
2
4
年
に
は
春
の
芽
吹
き
が
な

い
こ
と
か
ら
、
樹
木
医
に
よ
り「
枯
死
」と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
、「
大
変
残
念
に
思
う
」な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に

白
神
山
地
は
、
青
森
県
南
西
部
と
秋
田
県
北
西

部
に
広
が
る
、
約
13
万
ha
に
及
ぶ
広
大
な
山
地
帯

の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
最
大
の
原

生
的
な
ブ
ナ
林
が
広
が
る
約
１
万
７
千
ha
が
、

1
9
9
3
年
（
平
成
５
年
）
に
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
地
域
の
北
東
に
位
置
す

る
津
軽
峠
付
近
に
は
、
推
定
樹
齢
4
0
0
年
以

上
と
さ
れ
る
ブ
ナ
の
巨
木
が
あ
り
、
津
軽
森
林
管

理
署
は
、2
0
0
0
年
頃
に
こ
の
巨
木
を「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
署
に

よ
る
遊
歩
道
、
案
内
標
識
等
の
整
備
や
、
青
森
県

白
神
山
地
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
後
継 「
白
神
い
ざ
な
い
ツ
リ
ー
」

　津軽森林管理署は、青森県津軽地方のうち、弘
前市など３市３町１村にまたがる地域を管轄していま
す。地域の森林面積は175,926ha（森林率69%）
で、うち国有林は、128,365ha（国有林率75%）
であり、スギ、カラマツ、アカマツ等の人工林が
38%、ブナ、ナラ、ヒバ、アカマツ等の天然林が
62%をそれぞれ占めています。
　管内では木材の安定供給のほか、弘前市民の水
源や農業用水の供給源としての森林整備、世界自
然遺産である白神山地の貴重な自然環境の保全、
津軽十二湖自然休養林や岩木山・鰺ヶ沢スキー場
での森林レクリエーションの場の提供など、森林の
多面的機能を一層発揮させる取組を進めています。

青森県弘前市豊田２－２－４所在地

247,664ha
うち森林面積	 175,926ha
うち国有林面積	 128,365ha

区域面積

【３市３町１村】弘前市・黒石市・
平川市・大鰐町・鰺ヶ沢町・
深浦町・西目屋村

関係自治体

東
北
森
林
管
理
局 

津
軽
森
林
管
理
署

管内概要

台風以前の「マザーツリー」2018年撮影

枯死発表時の「マザーツリー」2024年撮影
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後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

選
定

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
が
枯
死
し
た
こ
と
を
受
け
、
当

署
で
は
国
有
林
と
し
て
引
き
続
き
地
域
振
興
に

貢
献
す
る
た
め
、
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

選
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
西
目
屋
村
と
相
談
を
重

ね
な
が
ら
、
後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
選
定
に

あ
た
っ
て
、
①
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
に
準
ず
る
ブ
ナ
の

巨
木
で
あ
る
こ
と
、
②
樹
勢
の
衰
え
が
み
ら
れ
な

い
こ
と
、
③
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
の
三
点
を
重

視
し
、
地
元
の
ガ
イ
ド
団
体
等
か
ら
も
情
報
収
集

し
つ
つ
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
推
定
樹
齢

3
0
0
年
、
樹
高
約
27
m
、
幹
ま
わ
り
約
4
m

の
ブ
ナ
を
後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。後

継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

呼
称
の
募
集
と
決
定

後
継
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、

マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
枯
死
発
表
時
の
大
き
な
反
響
を
踏

ま
え
、
広
く
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
募
集

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
推
定
樹
齢
や
樹
高
な
ど
、
マ

ザ
ー
ツ
リ
ー
と
比
較
し
た
数
値
も
掲
載
し
、
西
目

屋
村
内
３
箇
所
の
観
光
施
設
に
応
募
箱
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、
2
0
0
件
近
い
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
西
目
屋
村
長
と
当
署
署
長
で
審
査
を
行

い
、
①
親
し
み
や
す
く
、
呼
び
や
す
い
こ
と
、
②

木
の
姿
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
③
白
神

山
地
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
る
こ
と
、
④
他
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
名
称
で
あ
る
こ
と
と
い
う
４

つ
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
呼
称
を
決
定

し
ま
し
た
。
新
し
い
呼
称
は
、
西
目
屋
小
学
校
４

お
わ
り
に

今
後
、「
白
神
い
ざ
な
い
ツ
リ
ー
」が「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
の
よ
う
に
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
存

在
に
な
る
た
め
に
は
、
多
く
の
関
係
者
に
よ
る
協

力
・
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
当
署
で
は
、
西
目
屋

村
を
は
じ
め
地
元
の
関
係
機
関
と
協
力
・
連
携

し
、
地
域
の
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
一
つ
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。白

神
山
地
を
訪
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
「
白
神
い
ざ

な
い
ツ
リ
ー
」
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
青
森
県
道
28
号
岩
崎
西

目
屋
弘
前
線
は
、
例
年
11
月
中
旬
か
ら
５
月
下
旬

ま
で
冬
季
閉
鎖
期
間
と
な
る
た
め
、
お
越
し
の
際

は
道
路
情
報
を
ご
確
認
下
さ
い
。

募集したポスター

マザーツリー後継「白神いざないツリー」（英語表記：Shirakami Welcome Tree）

年
生
の
門
藤
琳
音
さ
ん
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
「
い

ざ
な
い
ツ
リ
ー
」
に
「
白
神
」
を
加
え
、「
白
神
い

ざ
な
い
ツ
リ
ー
」
と
す
る
と
と
も
に
、
マ
ザ
ー
ツ

リ
ー
の
後
継
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
、「
マ

ザ
ー
ツ
リ
ー
後
継
」と〝
冠
〟を
付
け
て
表
記
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。「
い
ざ
な
い
」に
は
招
く
、
誘

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

を
き
っ
か
け
に
白
神
山
地
に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

国
人
観
光
客
に
地
元
ガ
イ
ド
等
が
説
明
し
や
す
い

よ
う「Shirakam

i W
elcom

e Tree

」と
英
語

表
記
も
設
け
ま
し
た
。
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